
石見の道づくり

１．石見地域の道路状況３

石見地域は平野部が少なく、山間部が多いのが特徴です。そのため、国道は山間部と海岸部を縫うように通っており、災

害の起こりやすい地域となっています。

島根県の人口は減少してきていますが、自動車の保有台数は増加しており昭和55年の約2倍になっています。その一方

で、島根県の高規格道路の整備率は同じ中国地方でも低い数字にとどまっています。

浜田河川国道事務所の管理する国道９号と国道191号は石見地域でも、特に交通量の多い路線となっています。また、高

速道路の整備が遅れており、東西方向への移動時間が山陽側よりも長くかかっているのも石見地域の特徴です。

島根県の人口と自動車保有台数の推移 管内交通量の現状 高規格道路の整備状況

■東西を結ぶ唯一の幹線道路 国道９号に交通が集中しています。

資料：H27中国運輸局島根運輸支局／H27国勢調査

■島根県の高規格道路整備は遅れています。
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石見地域の道路交通

資料：H27道路交通センサス
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■人口の減少に対し、自動車保有台数は増加しています。


